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インドネシアの薬用植物からユニークな天然物を発見

Cyclic Sesquiterpene–Flavanone [4+2] Hybrids, Syzygioblanes A–C, Found in an 
Indonesian Traditional Medicine, “Jampu Salo” (Syzygium oblanceolatum) 
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1   はじめに 
後藤グループでは、”Jamu”として知られるインド
ネシア薬用植物に注目して研究してきてい

る。”Jamu”は約 1,300 年前から伝統的にインドネシ
アで受け継がれ、主として植物単独あるいはそれら

を適切な割合で調合し、健康維持や薬用に使用され

てきたものの総称である。今回、”Jamu”の一つであ
り糖尿病に使用される”Jampu Salo”（現地名）か
ら、これまでにない新規な骨格を有する天然物 3 
種を発見し、syzygioblanes A−C と命名した（図 1）
[1]。

2   実験 
単離された天然物の構造解析を行った。化合物の
化学構造決定においては、核磁気共鳴（NMR）分
光、質量分析（MS）だけでは化学構造を明らかに
することができなかったため、共同研究体制のも
と、クライオ電子顕微鏡を用いたマイクロ ED 実
験と放射光 X 線を用いた単結晶 X 線回折を行っ
た。KEK, 物構研, 構造生物学研究センターのクラ

イオ電子顕微鏡（Talos Arctica）を用いたマイクロ 

ED 実験からは、迅速に立体構造が示唆され、NMR 
やMSの結果ともよく一致する構造であることが確
認できた。さらに、KEK-PF, BL-17A を用いた放射

光 X 線回折実験から、絶対立体配置も含めた詳細

な分子構造を解明することができた。構造決定され

た本化合物群は、環状セスキテルペンとフラボノイ

ドと言う希有な組み合わせのメロテルペノイドで、

スピロ環を形成していることが大きな特徴であっ

た。

3   結果および考察 
Syzygioblanes A−C は、通常のがん細胞には全く作
用せず、多剤耐性がん細胞特異的にその増殖を強力

に抑制するという興味深い生物活性を示すことも明

らかにした。本化合物の詳細な研究により、がん化

学療法の重要課題である多剤耐性がん克服へと繋が

る可能性が期待できる。

4   まとめ 
天然物の構造多様性は生物活性多様性にも繋が

り、今日までに数多くの天然物が創薬に貢献してき

た。本研究では、生物多様性が豊富なインドネシ
ア・ラウェシ島にて独自に採取した”Jampu Salo”
が、これまでボルネオ島と東フィリピンでのみの生
息しか確認されていなかった希少種、フトモモ科 
Syzygium oblanceolatum であることも初めて明らかに

した。現地では日常的に使用されている薬用植物が
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実は希少種である可能性も高いインドネシア産薬用

植物の詳細な化学的な解析により、今後もユニーク

な構造と興味深い生物活性を有する新規天然物の発

見が期待される。

なお、本研究で使用した植物は、インドネシアの

ハサヌディン大学薬学部の協力下採取し、適切な手

続きを経て輸入した。
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図１：本研究の概要。


